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日
ご
と
に
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
増
し
、

山
々
や
街
路
樹
が
紅
葉
す
る
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
の
銀
杏
並
木
も
黄
金

色
に
色
づ
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

10
月
４
日
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
Ｊ

Ｒ
東
日
本
輿
石
逸
樹
執
行
役
員
・
水
戸
支
社

長
と
「
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
西
自
由
通
路
及
び
橋

上
駅
舎
整
備
に
関
す
る
協
定
書
」
を
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
全
線
開
通
す

る
平
成
31
年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
、

町
の
東
西
を
結
ぶ
橋
上
駅
と
し
て
整
備
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
町
が
一
部
費
用

を
負
担
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
工
事
を
担
当
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度

中
に
基
本
設
計
に
着
手
し
、
来
年
度
に
も
工

事
が
始
め
ら
れ
ま
す
。
新
駅
舎
は
東
西
の
自

由
通
路
と
駅
舎
機
能
が
一
体
化
し
た
橋
上

駅
と
な
り
、
復
興
祈
念
公
園
や
県
の
ア
ー
カ

イ
ブ
拠
点
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
常
磐
線

東
側
と
、
新
た
に
居
住
区
域
を
造
成
す
る
西

側
を
結
び
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
計

画
で
す
。
町
の
復
興
が
大
き
く
前
進
す
る
事

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
８
日
に
は
、
い
わ
き
市
立
南
部
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・

フ
ェ
ス
タ
in
ふ
た
ば
、
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
体

育
祭
は
震
災
後
初
め
て
で
あ
り
、
県
内
外
の

避
難
先
よ
り
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町
民
の

皆
さ
ん
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
競

泳
の
伊
藤
華
英
さ
ん
、
新
体
操
の
田
中
琴
乃

さ
ん
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
三
宅
宏

実
さ
ん
、
柔
道
の
杉
本
美
香
さ
ん
、
近
代
五

種
の
山
中
詩
乃
さ
ん
の
５
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
体
を
動
か
し

な
が
ら
、
楽
し
く
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
５

人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
各
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
な
り
、
５
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

チ
ー
ム
ご
と
に
色
分
け
し
た
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
、
手
つ
な
ぎ
鬼
や
小
玉
ま
わ
し
、

５
色
玉
入
れ
な
ど
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
町
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
調
理
し

て
い
た
だ
い
た
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
と
一
緒
に
話
し
を
し
な
が
ら
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
の
開
催
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
震
災
前
に
行
わ
れ

て
い
た
町
民
体
育
祭
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
か
ら
県
内
外
12
カ
所
で
の
町
政

懇
談
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
11
月
に

は
、
い
わ
き
市
、
新
潟
県
柏
崎
市
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
懇
談
会
で
は
、町
執
行
部
か
ら
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）、
特
定

復
興
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
、
平
成
29
年

度
住
民
意
向
調
査
、
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
地

内
の
町
有
地
の
取
り
扱
い
、
町
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
ま
た
教
育
委
員
会
か
ら
町
立
学
校

等
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

御
足
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
お
近
く

の
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
意
見
や
ご

要
望
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

冬
に
向
か
う
時
節
で
す
の
で
、
風
邪
な
ど

ひ
か
ぬ
よ
う
体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

【問い合わせ先】　産業課　商工労政係　 ☎ ０２４６－８４－５２１４

　毎年年末に町民の皆さまへ配送しております生活物
資につきましては、今年も避難世帯ごとに「ゆうパッ
ク」にて１２月中の配送を予定しております。
　お届け先は、町に届出のある避難先にしていると
ころですが、例年、「保管期間満了」や「あて所なし」
で多くの生活物資が戻ってきております。
　このようなことから、昨年、お受け取りのなかった
世帯、町からご連絡し配送先を確認後に再配送しお受
け取りになった世帯などについては、一斉配送ではな

く、お申し出による個別配送といたしますので、１１月
３０日までにご連絡ください。（１２月以降は受付い
たしません）
　皆さまに確実にお受け取りいただくためにも、届出
避難先の変更の手続きを、また不在通知が投函されて
おりましたらお早目のお受け取りをよろしくお願いい
たします
　また、生活物資のお受け取りをご辞退される場合
は、下記までお知らせください。

生活物資支援事業のお知らせ

　９月２０日、双葉中学校昭和４３年度卒業生
「２８会」様より、ご寄付をいただきました。

　双葉町教育委員として山本さんが再任され
ました。任期は平成２９年１０月１日から平成
３３年９月３０日までの４年間です。

山
本　

眞
理
子
さ
ん

（
下
条
）

温
か
い
ご
支
援
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

双
葉
町
教
育
委
員
の
再
任
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○復興庁「住民意向調査」問い合わせセンター
　［設置期間：１０月３１日（火）～１１月１５日（水） 平日１０時～１７時］
○福島県　避難地域復興局　生活拠点課
○双葉町　復興推進課

☎ 0120－901－848

☎ 024－521－8617
☎ 0246－84－5203

調査の趣旨、記入方法については

　今後の生活設計や帰還意向について、皆さまのお考
えを把握するため、復興庁、福島県との共同で住民意
向調査を実施しています。
　この調査では、ご意向と併せて、国、福島県及び町
へのご意見やご要望をお伺いします。皆さまのご意向

▲ 調査票は、各世帯（分散避難されてる場合は
　それぞれの世帯）の代表者にお送りしています。

　特に今回の調査では、「特定復興再生拠点区域復興
再生計画」において避難指示解除の目標年次をお示し
したことから、皆さまの帰還の意向について把握した
いと考えています。
　発送しました調査票がお手元に届きましたら１１月
１５日（水）までにご回答をお願いします。
　多くの町民の皆さまの声を反映した “ 町民一人一人
の復興 ” と “ 町の復興 ” が進められますよう、調査へ
のご協力をお願いいたします。

町への帰還を町への帰還を
どのようにお考えですかどのようにお考えですか？
住民意向調査を実施しています

同封の返信用封筒に入れて、 11月15 日 （水） までに

郵便ポストに投函してください。 （切手は不要です）

皆さまの
お考えを
お聞かせ
ください

ふたばで、
ふたたび。

やいただいたご意見、ご要望
は、今後の施策を進めるため
の基礎資料として活用させて
いただきます。

町への帰還を
どのようにお考えですか？

問い合わせ先

復興大臣が
特定復興再生拠点区域を視察

ＪＲ双葉駅東西自由通路及び
橋上駅舎整備に係る基本協定を締結

　９月２１日、吉野正芳復興大臣が９月１５日に
内閣総理大臣の認定を受けた帰還困難区域内の
「特定復興再生拠点区域」を視察しました。伊澤
町長は、町内の復興の現状と計画の概要を説明
し、除染やインフラ復旧など計画の着実な実行を
国に要請しました。

　１０月４日、特定復興再生拠点区域の中核的施
設である双葉駅の東西自由通路及び橋上駅舎の整
備について、町はＪＲ東日本と基本協定を締結し
ました。今後、平成３１年度末の常磐線全線開通
に合わせた供用開始を目指して、施設整備を進め
ていきます。
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　平成２８年度の一般会計の決算額は、歳入総額１０８億６,８９０万８千円（前年度比３１.７％増）、歳出総額１０２億
４,０５７万４千円（前年度比３２.０％増）となりました。
　歳入から歳出を差し引いた形式収支は６億２,８３３万４千円となり、翌年度（平成２９年度）に繰り越すべき財源
を差し引いた実質収支は５億８,５０６万３千円の黒字となりました。

区　　分 平成２８年度 平成２７年度 増　減
決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 決算額 増減率

自　主　財　源 4,840,056 44.5 2,812,879 34.1 2,027,177 72.1
町 税 1,044,618 9.6 1,084,030 13.1 △ 39,412 △ 3.6
分 担 金 及 び 負 担 金 1,071 － 145 － 926 638.6
使 用 料 及 び 手 数 料 6,259 0.1 4,247 0.1 2,012 47.4
財 産 収 入 39,067 0.3 36,883 0.4 2,184 5.9
寄 附 金 8,004 0.1 21,445 0.3 △ 13,441 △ 62.7

※1 繰 入 金 3,173,357 29.2 996,758 12.1 2,176,599 218.4
繰 越 金 497,375 4.6 629,850 7.6 △ 132,475 △ 21.0
諸 収 入 70,305 0.6 39,521 0.5 30,784 77.9

依　存　財　源 6,028,852 55.5 5,441,498 65.9 587,354 10.8
地 方 譲 与 税 40,059 0.4 45,549 0.6 △ 5,490 △ 12.1
利 子 割 交 付 金 319 － 499 － △180 △36.1
配 当 割 交 付 金 890 － 1,200 － △310 △25.8
株式譲渡所得割交付金 488 － 952 － △464 △48.7
地 方 消 費 税 交 付 金 102,041 0.9 120,306 1.5 △ 18,265 △ 15.2
自動車取得税交付金 7,061 0.1 8,302 0.1 △ 1,241 △ 14.9
地 方 特 例 交 付 金 1,009 － 831 － 178 21.4

※2 地 方 交 付 税 1,601,181 14.8 1,465,324 17.7 135,857 9.3
交通安全対策特別交付金 － － 500 － △500 皆増

※3 国 庫 支 出 金 1,099,437 10.1 808,094 9.8 291,343 36.1
※4 県 支 出 金 3,176,367 29.2 2,989,941 36.2 186,426 6.2
町 債 － － － － － －
歳 入 合 計 10,868,908 100.0 8,254,377 100.0 2,614,531 31.7

区　　分 平成２８年度 平成２７年度 増　減
決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 決算額 増減率

議 会 費 54,869 0.5 63,139 0.8 △ 8,270 △ 13.1
総 務 費 1,147,247 11.2 1,016,527 13.1 130,720 12.9
民 生 費 1,938,422 18.9 1,401,012 18.1 537,410 38.4
衛 生 費 1,957,008 19.1 277,763 3.6 1,679,245 604.6
労 働 費 26,168 0.3 50,431 0.6 △ 24,263 △ 48.1
農 林 水 産 業 費 50,429 0.5 36,087 0.5 14,342 39.7
商 工 費 59,929 0.6 59,617 0.8 312 0.5
土 木 費 619,757 6.1 384,632 5.0 235,125 61.1
消 防 費 205,508 2.0 159,101 2.0 46,407 29.2
教 育 費 292,911 2.9 261,121 3.4 31,790 12.2
災 害 復 旧 費 44,514 0.4 40,802 0.5 3,712 9.1
公 債 費 227,121 2.2 227,665 2.9 △ 544 △0.2
諸 支 出 金 3,616,691 35.3 3,779,105 48.7 △ 162,414 △ 4.3
歳 出 合 計 10,240,574 100.0 7,757,002 100.0 2,483,572 32.0

歳入

歳出

【歳入決算の内訳】 （単位：千円・％）

（単位：千円・％）

一般会計決算報告一般会計決算報告平成平成２８２８年度年度

【目的別決算の内訳】

※１各種基金等から繰り入れるお金　※２一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されるお金（東日本大震災復興
特別交付税を含む）　※３特定の目的のために国から交付されるお金　※４特定の目的のために県から交付されるお金

１０８億６,８９０万８千円（前年度比３１.７％増）

１０２億４,０５７万４千円（前年度比３２.０％増）

平成２８年度 一般会計決算報告
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※公共下水道事業特別会計の差引については、翌年度繰越財源２０６万円を差し引いた額となります。

■ 総務費
・双葉町復興まちづくり計画（第二次）策定事業

・中野地区復興産業拠点整備事業
・情報セキュリティ強化対策事業
・コミュニティーセンター機能回復修繕工事

4,309万2千円
4,226万4千円
4,442万6千円
5,791万円

■ 地方債と基金現在高
地方債現在高

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引（実質収支）
国民健康保険 16億4,891万4千円 15億7,370万7千円 7,520万7千円
公有林整備事業 493万8千円 493万8千円 －
公共下水道事業 2億7,833万6千円 2億7,575万3千円 　　※ 52万3千円
工業団地造成事業 216万5千円 203万3千円 13万2千円
介護保険 11億2,922万4千円 10億3,141万4千円 9,781万円
後期高齢者医療 4,331万8千円 3,492万円 839万8千円

＊財政力指数
　普通交付税の基準財政収入額を基準財政需要額で除して
得た過去３ヵ年の平均値で、「１」に近くあるいは「１」を
超えるほど財源に余裕があるとされています。

＊経常収支比率
　人件費、扶助費、公債費などの経常的経費に、地方税、
地方交付税などの一般財源がどの程度充当されたかをみる
指標で、この比率が低いほど、財政構造に弾力があるとさ
れています。

■ 主な財政指標
◎ 財政力指数
◎ 経常収支比率

０.７２
７９.０%

（３ヵ年平均）

基金現在高（一般会計）
基金の種別 28年度末現在高

積
立
基
金

財政調整基金 33億6,606万円
減債基金 66万7千円
その他の特定目的基金 517億668万7千円

小　　計 550億7,341万4千円
定
額
運
用
基
金

土地開発基金 2億2,070万円
災害援護特別資金貸付基金 5,000万円
その他の定額運用基金 1億589万円

小　　計 3億7,659万円
合　　　計 554億5,000万4千円

会計区分 28年度末現在高
一般会計 24億3,348万2千円
公有林整備事業特別会計 1,721万2千円
公共下水道事業特別会計 13億1,165万9千円

合　　　計 37億6,235万3千円

■ 民生費
・国民健康保険特別会計繰出金
・介護保険特別会計繰出金
・福島県後期高齢者医療広域連合負担金
・ＩＣＴきずな支援システム事業
・町内防犯・防災パトロール事業
・復興支援員事業
・中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金事業

9,738万7千円
1億4,373万1千円

7,561万円
2億1,045万7千円
2億4,716万3千円
1億230万8千円
2億2,875万2千円

■ 衛生費
・総合健康診査事業
・共同墓地整備事業
・中間貯蔵施設に関する地権者支援事業

1,896万9千円
1,595万4千円

17億6,284万8千円

■ 労働費
・緊急雇用創出基金事業 2,616万8千円

■ 商工費
・双葉町商工会振興補助金
・双葉町観光復興再生事業費補助金

990万円
640万8千円

■ 土木費
・公共下水道事業特別会計繰出金
・双葉インターチェンジ整備事業

2億713万7千円
2億8,575万6千円

■ 教育費
・仮設校舎等管理運営事業
・幼稚園就園奨励費補助金
・要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業

9,731万2千円
1,449万5千円

2,217万1千円

■ 災害復旧費
・公共土木施設災害復旧事業 4,451万4千円

■ 諸支出金
・東日本大震災復興基金積立金
・中間貯蔵施設立地町地域振興交付金基金積立金

7億54万7千円

17億885万6千円

平成２８年度　一般会計の主な事業と決算額

平成２８年度決算における主な財政指標等

特別会計歳入歳出決算の状況
■ 特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理する会計で、双葉町には以下の会計があります。
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平成２８年度決算に基づく財政の健全化判断比率及び資金不足比率は、次のとおりです。
１．健全化判断比率　

２．資金不足比率　

用語の説明

※表中において、実質赤字額、連結実質赤字額がなく、将来負担比率が算定されないため「－」と表示しています。

区　　分 実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費比率 将来負担
比率３カ年平均 単年度

平成２８年度 － － 9.8 7.29577 －
平成２７年度 － － 12.6 10.83840 －
比率の増減 － － ▲ 2.8 ▲ 3.54263 －

区　　分
資金不足比率

公共下水道事業特別会計 工業団地造成事業特別会計
平成２８年度 － －
平成２７年度 － －
比率の増減 － －

健全化判断比率及び資金不足比率について報告

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

＊実質赤字比率 　普通会計（一般会計と公有林整備事業特別会計）における実質赤字額の標準財政規模（地方公共団体
が自由に使える財源の標準的な規模）に対する比率です。

＊連結実質赤字比率 　町の全会計を対象に実質赤字額（普通会計・国民健康保険特別会計、介護保険特別会計・後期高齢者
医療特別会計）・資金不足額（公共下水道事業特別会計・工業団地造成事業特別会計）の標準財政規模
に対する比率です。

＊実質公債費比率　 　経常的な一般財源に対する普通会計の公債費や公債費に準ずる債務負担行為（請戸川水系県営水利事
業負担金等）、公営企業債（公共下水道事業特別会計）への繰出金、一部事務組合（双葉地方広域市町村
圏組合、双葉地方水道企業団）への負担金のうち公債費に充てられた一般財源の割合で、過去３ヵ年の
平均を求めたものです。

＊将来負担比率 　現在かかえている負債が、将来、財政を圧迫する可能性が高いかを示すストック指標で、公営企業、
出資法人等を含めた普通会計の実質的負担の標準財政規模に対する比率です。

＊資金不足比率 　公営企業会計（公共下水道事業特別会計・工業団地造成事業特別会計）ごとの資金の不足額の事業の
規模に対する比率です。

〔参考〕
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0 
財政再生基準   20.00 40.00 35.0 

健全化判断比率及び資金不足比率とは

　平成 19 年度に公布された「地方公共団
体の財政の健全化に関する法律」において、
地方公共団体の財政の健全化を示すために
定められた指標です。
　双葉町では、「実質公債費比率」が高い
ことから、平成 18 年度に「公債費負担適
正化計画」をスタートさせ、平成 21 年度
には「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」に基づく「財政健全化計画書」を
策定し、実質公債費比率の抑制に取り組
んできました。比率の推移としては、平
成 19 年度決算の 30.1％（３ヵ年平均）を
ピークに、平成 20 年度以降は地方債残高
の抑制努力により比率を徐々に引き下げ、
平成 22 年度決算で早期健全化基準（25％）
未満の 23.7% となり、平成 25 年度決算
では公債費負担適正化計画より１年前倒
しして、実質公債費比率が 18% を下回る
17.1％となりました。平成 28 年度決算で
は平成 27 年度決算から 2.8％減の 9.8％
となりました。※表中において、資金不足額がないため「－」と表示しています。

　平成２３年３月１１日時点において双葉町に住所を有していた方（世帯）。
　原則として、避難先世帯につき貸与する端末は１台としておりますが、単身赴任などで避難先とは別の
場所にお住まいの方（分離世帯）に対して端末の貸与を認めています。
（ただし、分離世帯の方が学生の場合は貸与不可となりますのでご了承ください。）

　ふたばアプリ運営サポートセンターへお問い合わせください。

【問い合わせ先】 ☎０１２０－２７４－２８０（受付時間　９：００～１８：００（平日））ふたばアプリ運営サポートセンター

対象となる方（世帯）

申し込み方法

好評につき平成３０年２月２８日まで好評につき平成３０年２月２８日まで
　　　　タブレット追加募集を延長します。　　　　タブレット追加募集を延長します。
好評につき平成３０年２月２８日まで好評につき平成３０年２月２８日まで
　　　　タブレット追加募集を延長します。　　　　タブレット追加募集を延長します。
好評につき平成３０年２月２８日まで
　　　　タブレット追加募集を延長します。
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　１０月８日、震災後、初めてスポーツを通じて町民が一堂に会するイベントがいわき市立南部アリーナで開催さ
れました。あの町民グラウンドに朝早くから行政区ごとに陣取り、多くの町民が集い多くの競技が盛大に開催され
た『町民体育祭』が思い起こされます。皆さまもご存じのように、スポーツの持つパワーと絆が参加者全員を一つ
にしてくれました。会場全体には、大きな歓声と笑顔が広がり、スタッフ一同とてもうれしい気持ちになりました。
ＪＯＣの復興支援事業と合同開催によりオリンピアン５名の皆さんと双葉町民の皆さんが、楽しく交流し有意義な
時間を過ごすことができました。双葉町民の元気な姿を県内外に発信できたことに、絆スポレク実行委員の皆さん
をはじめ、婦人会、コーラスふたばの皆さん、そしてＪＯＣ復興支援事業のスタッフの方々に心より御礼申し上げ
ます。来年度は、全て自分たちの手で進めなければならないプレッシャーを抱えつつ、双葉町民の皆さまの笑顔を
広げ、スポーツを通じた元気をさらに持続させて、町復興のエネルギーとなるようなアイディアをいただきながら
今後企画して参りたいと考えております。
　これからも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　１０月１２日のいわき市を皮切りに計１２カ所において開催しております。町民の皆さまと膝を交え、貴重な意
見を拝聴できる機会であります。教育行政の立場から、①全国に避難する双葉町の幼児・児童・生徒数の状況と
現在の町立学校の様子、そして②生涯学習の現状、③これからの課題の３点について説明させていただきました。
１０月１日現在、５７９名の子どもたちがおります。その中で福島県内で区域外就学している子どもたちは３２６
名です。いわき市で開校している町立学校の幼小中の総数は４６名で、柔軟な幼小中連携の教育活動を展開し、少
人数の良さを生かした先進的な英語教育やＩＣＴ教育が町立学校の特色になりつつあります。それから婦人学級
は１０学級が各地で開級しそれぞれの特色を生かした事業を展開しております。また、いずれは双葉町内の各学校
内に残る手付かずの学用品等の返却等の整理も計画的に進めなければいけません。さらにはレスキューされた町所
有の文化的財産を保管場所から町内に戻す検討も進めなければなりません。やっとスタート台に立つことができた
状況です。いろいろご意見をいただきたいと考えております。

～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育長

『オリンピックデー・フェスタ in ふたば』＆『オリンピックデー・フェスタ in ふたば』＆
『ふたばスポーツフェスティバル２０１７』『ふたばスポーツフェスティバル２０１７』

平成２９年度双葉町町政懇談会平成２９年度双葉町町政懇談会

　白河市をスタートして県庁前のゴールまで、
選手たちは双葉町の名を背負って競技すること
への誇りを持ち、自分と闘いながらタスキをつ
なげるために一生懸命走ります。
　どうか、大きなご声援をよろしくお願いいた
します。

平成２９年度

『オリンピックデー・フェスタ in ふたば』＆
『ふたばスポーツフェスティバル２０１７』

平成２９年度双葉町町政懇談会

ふくしま市町村対抗縦断駅伝大会　
１１月１８日開会式、１９日号砲！
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▲

記
念
品
を
受
け
取
る
佐
藤
正
弘
さ
ん

　

９
月
18
日
、
震
災
後
２
回
目
と
な
る
双

葉
町
敬
老
会
が
、
い
わ
き
市
の
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
の
送
迎
バ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
、
２
０
７
人
の
方
々
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
到
着
し
顔
見
知

り
の
方
を
見
つ
け
る
と
、
お
互
い
に
駆
け

寄
り
、
満
面
の
笑
み
で
話
し
込
む
姿
が
見

ら
れ
、
中
に
は
涙
を
流
し
て
再
会
を
喜
び

合
う
方
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
前
に
は
、
昼
食
交
流
会
が
開

か
れ
、
行
政
区
ご
と
に
分
か
れ
た
テ
ー
ブ

ル
で
顔
な
じ
み
の
方
々
と
昼
食
を
と
り
な

が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
や
お
互
い
の
健

康
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
初
め
に
、
出
席
者
全
員
で
町
民

の
歌
を
歌
い
、
続
い
て
伊
澤
史
朗
町
長
が

「
皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
、

昨
年
に
続
い
て
の
開
催
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
元
気
な
お
姿

を
拝
見
し
、
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
出
席
者
最
高
齢
で
あ
る
93
歳
の

佐
藤
正
弘
さ
ん
（
郡
山
）
に
伊
澤
町
長
か

ら
記
念
品
を
贈
呈
。
ご
自
身
の
足
で
壇
上

へ
上
が
り
、
記
念
品
を
受
け
取
ら
れ
る
と

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
福
島
民
報
社
よ
り
結
婚
50
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
対
し
、
し
あ
わ

せ
金
婚
夫
婦
表
彰
が
行
わ
れ
、
７
組
の
表

彰
者
の
う
ち
出
席
し
た
６
組
の
方
々
に
表

彰
状
と
お
し
ど
り
金
メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
、

吉
野
正
芳
復
興
大
臣
、
吉
田
泉
衆
議
院
議

員
、
増
子
輝
彦
参
議
院
議
員
、
吉
田
栄
光

県
議
会
議
員
か
ら
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

敬
老
会
第
２
部
で
は
、
双
葉
町
芸
術
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
の
敬
老
会
特
別
ス

テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
「
Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
大
正

琴
」「
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
」「
民
謡
同
好
会
」

の
方
々
が
敬
老
会
に
出
席
し
た
皆
さ
ん
の

た
め
に
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
正
琴
と
コ
ー
ラ
ス
の
素
敵
な
音
色
を

一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
、
民
謡
同
好
会
の

テ
ン
ポ
の
良
い
リ
ズ
ム
に
手
拍
子
を
し
た

り
し
て
楽
し
む
出
席
者
の
姿
が
あ
り
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
包
ま
れ
た
敬
老
会

は
、
盛
況
の
ま
ま
幕
を
閉
じ
、
ま
た
来
年

元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
誓
い
、
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
各
避
難
先
へ
の
帰
路
へ
つ

き
ま
し
た
。

衣川　俊一さん
　　　利佐子さん（鴻草）

渡部　祐綱さん
　　　ミツさん （新山）

佐藤　八州夫さん
　　　昌子さん （三字）

齊藤　六郎さん
　　　公　子さん（両竹）

新工　昭雄さん
　　　澄子さん（下条）

富澤　俊明さん
　　　千里さん（新山）

朝川　洋一さん
　　　トヨさん（渋川）

平
成
平
成
29
年
度
双
葉
町
敬
老
会

年
度
双
葉
町
敬
老
会

しあわせ金婚夫婦  表彰ご夫婦

平
成
29
年
度
双
葉
町
敬
老
会

〈佐藤さんからひとこと〉
「こんな経験は初めてで緊張したけど
うれしかったです」

佐藤さんご夫妻

渡部さん齊藤さんご夫妻富澤さんご夫妻

朝川さんご夫妻 新工さん
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～～ いつまでも いつまでも　お元気で お元気で ～

アトラクション
双葉町芸術文化団体連絡協議会

敬老会特別ステージ

▼ コーラスふたば
…双葉町民の歌、旅愁、空を見上げて、
　川の流れのように

▲  ＪＡスマイル大正琴
…荒城の月、若者たち、富士山、人生劇場

▲ 民謡同好会
…八木節、
　津軽三味線曲弾、
　常磐炭坑節、

～ いつまでも　お元気で ～
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ふたばスポーツフェスティバル２０１７ふたばスポーツフェスティバル２０１７ふたばスポーツフェスティバル２０１７ふたばスポーツフェスティバル２０１７ふたばスポーツフェスティバル２０１７

オリンピックデー・フェスタオリンピックデー・フェスタ ふたばふたばオリンピックデー・フェスタオリンピックデー・フェスタ ふたばふたばオリンピックデー・フェスタ ふたばｉｎ

　

10
月
８
日
、
い
わ
き
市
立
南
部
ア
リ
ー
ナ

に
お
い
て
「
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

約
２
０
０
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
前
、
毎
年
開
催
し
て
い
た
町
民
体
育

祭
の
復
活
を
願
う
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
と
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
「
絆
ス
ポ
レ
ク
ふ
た
ば
実
行
委
員
会
」
の

方
々
を
中
心
に
検
討
を
重
ね
、
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

５
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
参
加
し
て
の
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
た
ば
」

が
同
時
開
催
さ
れ
、
伊
藤
華
英
選
手
（
水
泳

／
競
泳
）、
田
中
琴
乃
選
手
（
新
体
操
）、
三

宅
宏
実
選
手
（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）、

杉
本
美
香
選
手
（
柔
道
）、
山
中
詩
乃
選
手

（
近
代
五
種
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
入
場
で
開
会
し
、
一
人
ず

つ
会
場
に
入
る
と
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

歓
声
と
拍
手
が
沸
き
あ
が
り
、
参
加
者
の
間

を
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
入
場
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
佐
々
木
清
一
絆
ス
ポ
レ
ク
ふ
た

ば
実
行
委
員
長
か
ら
開
会
宣
言
が
あ
り
、
次

に
、
伊
澤
史
朗
町
長
が
「
震
災
後
初
と
な
る

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
参
加
が
あ
り
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
感
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
催
者
の
大
塚
眞
一
郎
Ｊ
Ｏ
Ｃ
専
務

理
事
様
と
、
来
賓
を
代
表
し
て
吉
野
正
芳
復

興
大
臣
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
代
表
し
て
加
村
颯
介
く
ん
、
野

村
花
音
さ
ん
、
中
谷
深
愛
さ
ん
、
高
野
陽
奈
さ

ん
が
「
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
町
民
魂
を
発
揮
し
、

チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
皆
さ
ん
と
競
技
を
楽
し
む

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
選
手

宣
誓
を
行
い
、
続
い
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ

て
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
入
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、五
輪
の
色
（
青
・

黄
・
黒
・
緑
・
赤
）
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
を
キ
ャ
プ
テ
ン
に
誰
で
も
参
加
で

き
る
４
つ
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
身

体
を
動
か
す
機
会
が
な
い
方
も
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
や
久
々
に
再
会
し
た
方
と
の
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

スポーツ
プログラム

宝ひろい

手つなぎ鬼
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す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
後
、

閉
会
式
が
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
の
順
位
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

接
戦
の
結
果
、
優
勝
は
チ
ー
ム
グ
リ
ー
ン

と
ブ
ラ
ッ
ク
の
２
チ
ー
ム
と
な
り
、
２
位
は

レ
ッ
ド
、３
位
は
イ
エ
ロ
ー
、４
位
は
ブ
ル
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　

５
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら
は
「
と
て
も

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
逆
に
皆
さ
ん
か
ら
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
ハ
イ
タ
ッ

チ
、
サ
イ
ン
会
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
獲
得
し

た
メ
ダ
ル
を
触
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
色
紙

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
サ
イ
ン
を
書
い
て
も
ら
っ
た

り
と
、
普
段
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
貴

重
な
時
間
を
最
後
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　参加した方々からオリンピアンへの質問コーナー
がありました。
　オリンピックへ憧れを持つ皆さんから、真剣な質
問や思わず笑ってしまうユニークな質問があり、５
人のオリンピアンは一つひとつの質問に丁寧に答え
ていました。

　双葉町婦人会によ
るとん汁が振る舞わ
れ、オリンピアンと
ふれあいながら参加
者全員でおいしくい
ただきました。

閉会式

昼　食オリンピアンへ　Ｑ＆Ａ

サイン会

ハイタッチ

「競技を始めた

きっかけは何で

すか？」

５色玉入れ

小玉まわし

「オリンピックに出

るために一日何時間

練習しましたか？」
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　１１月２５・２６日の両日、浪江町地域スポーツセンター駐車場等において福島県主催の「ふるさとの祭り
２０１７in 浪江」が開催されます。平成２５年のいわき市開催を皮切りに毎年開催されており、本年は今年４月
に避難指示が一部解除された浪江町で開催となります。
　浪江町十日市会場で開催されますので、ぜひお誘い合わせの上、ご来場ください。

○日時： 【双葉町からの参加】１１月２５日（土）１０時～１５時
１１月２６日（日）１０時～１５時 双葉町女宝財踊り保存会（前沢女宝財踊り）

　２６日（日）午前中に出演予定です。詳しい時間等
は、タブレットに掲載しますのでご確認ください。○場所：浪江町地域スポーツセンター駐車場等

【問い合わせ先】双葉町教育委員会　教育総務課　生涯学習係
ふるさとの祭り実行委員会事務局（福島県文化振興課内）

☎０２４６－８４－５２１０
☎０２４－５２１－７１５４

ふるさとの祭り２０１７ in 浪江　開催のお知らせ

　

９
月
30
日
、
富
岡
町
の
富
岡
町
立
第
一
小
学

校
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
ふ
る
さ

と
ふ
た
ば
の
復
興
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
ふ

た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
７
in
と
み
お
か
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
双
葉
郡
の
復
興
を
祝
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
気
持
ち
の
良
い
青
空
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

各
自
治
体
が
復
興
の
状
況
を
発
信
す
る
ブ
ー

ス
や
双
葉
郡
の
食
材
を
使
っ
て
用
意
さ
れ
た
大

鍋
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ふ
た
ば
地
方

復
興
商
店
街
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
あ
り
、
双

葉
町
か
ら
は
「
避
難
・
復
旧
状
況
の
パ
ネ
ル
展

示
」「
ス
テ
ン
シ
ル
ア
ー
ト
の
体
験
」「
Ｊ
Ａ
ス

マ
イ
ル
大
正
琴
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
」「
ふ
た
ば

茶
亭
」
が
出
店
・
出
演
し
、
来
場
し
た
方
々
に

大
好
評
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
双
葉
郡
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集

ま
っ
て
熊
本
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
く
ま
モ
ン
」

と
一
緒
に
く
ま
モ
ン
体
操
を
踊
る
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
、
各
町
村
の
可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
た
び
に
観
客
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん
も
登
場
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
体

操
の
後
は
、
会
場
内
を
回
っ
て
来
場
者
と
写
真

撮
影
を
行
っ
た
り
、
各
ブ
ー
ス
に
顔
を
出
し
た

り
す
る
な
ど
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
来
場
者
の
想
い
が
書

か
れ
た
桜
並
木
の
風
船
を
空
へ
飛
ば
し
、
一
人

ひ
と
り
の
想
い
が
届
く
こ
と
を
願
っ
て
ふ
た
ば

ワ
ー
ル
ド
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
７

「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
７
inin
と
み
お
か
」
が

と
み
お
か
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
７
in
と
み
お
か
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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　１１月１９日（日）ふくしま駅伝大会（市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会）が、白河市総合運動公園から福島
県庁の１６区間、９４,８キロのコースで繰り広げられます。
　ふるさとの想いをのせて双葉町のタスキをつなぐ選手の皆さんを、当日、沿道や中継所で応援しませんか。皆
さんの温かい声援が大きな励みになります。応援をよろしくお願いします。

監督：白圡　直裕

みんなで双葉町チームを応援しよう！ 第２９回ふくしま駅伝大会

コーチ：吉田　一弘 ゼッケンＮo. は です。
（
双
葉
町
役
場
）

16
区　

井
戸
川　

俊

（（
株
）日
本
Ｆ
Ｂ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

15
区　

澤
上　

晶

（
双
葉
町
駅
伝
部
）

14
区　

森
山　

光
昭

（
東
北
学
院
大
４
年
）

13
区　

山
田　

兼
也

（（
株
）ク
レ
ハ
）

12
区　

山
本　

良
春

（
双
葉
町
駅
伝
部
）

11
区　

秋
元　

愛

（
東
北
大
４
年
）

10
区　

酒
井
啓
一
郎

（
白
河
第
二
中
２
年
）

９
区　

佐
藤　

未
彩

（
谷
田
部
中
２
年
）

８
区　

守
家　

偲
音

（
双
葉
中
３
年
）

７
区　

木
幡　

穣
清

（
双
葉
町
駅
伝
部
）

６
区　

宮
嶋　

祐
輔

（
遠
野
高
１
年
）

５
区　

新
妻　

和
也

（
双
葉
町
駅
伝
部
兼
コ
ー
チ
）

４
区　

佐
藤　

剛

（
双
葉
町
駅
伝
部
）

３
区　

白
井　

文
人

（
双
葉
町
駅
伝
部
）

２
区　

畑
中　

髙
広

（
松
陰
大
４
年
）

１
区　

大
久
保
七
海

出
場
選
手（
敬
称
略
）

４０

　１０月１４日、相馬市相馬光陽ソフトボール場におい
て第４回市町村対抗福島県ソフトボール大会が開催され
ました。
　双葉町は下郷町と対戦し、両チームともノーエラーで
抜きつ抜かれつの接戦となりました。最後は一歩及ばず
３対４で敗れてしまいましたが、選手の皆さんは雨が降
る中、最後まで手に汗握る試合を見せてくれました。

　９月１６日、須賀川市牡丹台球場において第１１回市
町村対抗福島県軟式野球大会が開催されました。
　双葉町は飯舘村と対戦し、３投手の継投で必死の粘り
を見せましたが、相手チームの打線の力が上回り惜しく
も０対７で敗れてしまいました。
　チーム練習ができない中、選手の皆さんは最後まで諦
めずに全力プレーを見せてくれました。

第４回 市町村対抗
福島県ソフトボール大会

第１１回 市町村対抗
福島県軟式野球大会

地方ブロック大会及び全国大会
国際大会　　　　　　　　　　

大会開催要項
出場したことが証明できる書類
（メンバー表等）

県代表等として選抜され大会に
出場する双葉町民

○
○

○
○

〈補助額〉

〈必要書類〉

〈対象となる方〉

〈 対象となる大会　次のいずれにも該当する大会 〉

〈 部　門 〉

① 文部科学省等公共機関が主催する大会又はそれに準ずる大会
② 地方ブロック大会以上の大会及び国際大会

① 文化大会（合唱、吹奏楽、演劇、弁論大会等）
② スポーツ大会（スポーツ少年団主催大会、国体、日本選手権、
　 　　　　　　　インターハイ等及びこれらに係る地方ブロック大会）

　この補助金は、県代表等としてアマチュア大会に出場するときにかかる

経費の一部を補助するものです。該当する方は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】
双葉町教育委員会　教育総務課生涯学習係

☎ ０２４６－８４－５２１０

双葉町文化・スポーツ振興補助金について

１人　１０，０００円
１人　２０，０００円
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◇ 申 込 方 法
　事前申し込みになりますので下記の申し込み先
までご連絡をお願いいたします。場　所 月　日 時　間

双葉町
いわき事務所 １１月　９日（木） １４：００～

１７：００　

双葉町
郡山支所 １１月３０日（木） １４：００～

１７：００　

◇ 開催場所及び開催日時

【申し込み・問い合わせ先】

８：３０～１７：１５（平日）
建設課　復旧復興係　☎０２４６－８４－５２０９
受付時間

　１１月に福島県内各税務署において、平成２９年分
年末調整説明会の開催を予定しています。
　詳しくは、源泉徴収義務者宛てに送付しております
年末調整関係書類をご確認ください。
　なお、年末調整関係書類については、税務署にお届
けのある住所宛てに送付していますので、まだお手元
に届いていない方につきましては、下記までご連絡を
お願いいたします。

☎  ０２４４－３６－３９４２

【問い合わせ先】
相馬税務署法人課税第一部門

相馬税務署からのお知らせ相馬税務署からのお知らせ
年末調整説明会の開催について年末調整説明会の開催について
相馬税務署からのお知らせ
年末調整説明会の開催について

　個人で事業を営まれている方で、個人事業税の課税
対象となる方へは、８月に納税通知書を発付してお
りますが、２期分については、１１月１０日（金）に、
納税のお知らせを発送する予定です。
　納期限は、１１月３０日（木）となりますので、忘
れずに納めましょう。
　なお、税務署へ所得税の確定申告書を提出された時
期等により、納期が異なる場合があります。
※ 個人事業税とは、県内で、個人で事業を営まれてい
る方について、税務署に提出した所得税の確定申告
をもとに課税される税金です。

☎  ０２４４－２６－１１２６

【問い合わせ先】
相双地方振興局県税部課税課課税第一チーム

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～
　１月３日はご利用いただけません。

【受付期間及び時間】
・月～金曜日（午前８時３０分～午後７時）

・第２土曜日（午前９時～午後５時）

●自動音声でご案内します。
※０５０から始まる電話でおかけになる場合は、
　☎０３－６６３０－２５２５へおかけください。

日本年金機構からのお知らせ

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい

て全額が社会保険料控除の対象となります。

　控除の対象となるのは、平成２９年１月から１２月

までに納められた保険料となります。過去の年度分や

追納された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族の負担

すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険

料も合わせて控除が受けられます。

　１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民

年金保険料）控除証明書」を送付しますので、年末調整

や確定申告の際に必ずこの証明書または領収書を添付

してください。（なお、平成２９年１０月１日から平成

２９年１２月３１日までの間に、今年初めて国民年金

保険料を納められた方へは、平成３０年２月上旬に当該

控除証明書を送付します。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮

の事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。

保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

～ 年末調整・確定申告まで 　
　 大切に保管してください ～

【問い合わせ先】
ねんきん加入者ダイヤル

☎ ０５７０－００３－００４

個人事業税（２期）納税のお知らせ個人事業税（２期）納税のお知らせ
平成２９年度平成２９年度
個人事業税（２期）納税のお知らせ
平成２９年度
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　任期は、平成２９年１０月１日から平成３２年９月３０日までです。
人権擁護委員は法務大臣が委嘱するもので、人権相談を受けたり、人権の考え
を広めたりする活動を行っています。
　人権についての悩みごとなどお気軽にご相談ください。
　電話相談も実施しておりますので、下記のダイヤルにお電話ください。
相談は無料で、秘密は厳守します。

●みんなの人権１１０番 ●子どもの人権１１０番
●女性の人権ホットライン

☎０５７０－００３－１１０ ☎０１２０－００７－１１０
☎０５７０－０７０－８１０

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場の輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

搬出市町村 搬入量（袋）※ 搬出市町村 搬入量（袋）※

浜通り

相馬市 ７９９

中通り

伊達市 ６，６２８
南相馬市 ４，７７６ 二本松市 ２４，２３４
新地町 １，９１９ 福島市 ４，０８０
浪江町 １１，６７１ 本宮市 ４，８２９
双葉町 １７，４９１ 川俣町 ６，０９４
飯舘村 ２０，０４６ 桑折町 ６，８６０
葛尾村 ５，３０６ 計 １１４，７３３

◇輸送について（１０月１７日現在）
環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算して表示する場合があります。ただし、１袋１㎥より小さいフレキシブル
コンテナ等もありますのでご留意ください。

双葉町人権擁護委員に双葉町人権擁護委員に
井戸川則隆さんが再任されました井戸川則隆さんが再任されました

【問い合わせ先】　福島県後期高齢者医療広域連合　 ☎ ０２４－５２８－９０２４

　被保険者の皆さまの歯科健康保持及び疾病予防等のため、下記の内容で歯科健診を実施しています。

　歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や噛む力の低下による誤えん性肺炎予防のために、たいへん

重要です。まだ受診されていない方は、この機会に歯科健診を受診しましょう。

後期高齢者医療保険では歯科口腔健康診査を実施しています

福島県後期高齢者医療の被保険者で、昭和１６年
４月２日から昭和１７年４月１日までに生まれた方。
対象者の方には５月下旬に案内状兼受診券を送付
しています。

対 象 者 留意事項

健診項目 問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、
えん下の状態等

健診費用 無料

健診期間 平成２９年６月１日から
平成２９年１１月３０日まで

① 歯科健診は、実施登録された医療機関で受診するこ
とができます。
　 詳しくは受診券に同封された「実施登録医療機関
一覧」をご覧ください。

（ ④東日本大震災により避難されている方も、避難先で
受診できる場合があります。避難先での受診を希望す
る方はお問い合わせください。）

② 歯科健診が無料で受診できるのは１回となります。
③ 受診券をなくしてしまった方は、下記問い合わせ先
までご連絡をお願いいたします。

双葉町人権擁護委員に
井戸川則隆さんが再任されました
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10
月
３
日
行
政
区
長
会
で
は
、
東
電
福
島
第
一
原
発
を
立
ち
入
り
現
況

視
察
し
ま
し
た
。

　

富
岡
町
の
東
電
旧
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
内
で
「
１
〜
４
号
機
の
状
況
」「
汚

染
水
と
原
子
炉
冷
却
」「
遮
水
壁
の
運
用
」「
燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
へ
の

取
組
み
」
等
の
事
前
説
明
を
受
け
て
、東
電
バ
ス
で
第
一
原
発
に
向
か
い
、

入
構
手
続
き
後
、
構
内
専
用
バ
ス
で
、
各
所
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
車

窓
よ
り
視
察
し
ま
し
た
。
構
内
は
、
原
子
炉
建
屋
周
辺
の
放
射
線
高
線
量

エ
リ
ア
を
除
き
、
か
な
り
除
染
が
進
み
、
重
々
し
い
防
護
装
備
の
着
用
も

限
ら
れ
た
区
域
の
み
で
、
作
業
環
境
の
改
善
、
作
業
効
率
の
向
上
が
伺
わ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
林
立
す
る
汚
染
水
タ
ン
ク
群
、
さ
ら
に
凍
土
壁
、
サ
ブ
ド
レ

ン
等
の
説
明
を
聞
く
と
、
依
然
と
し
て
地
下
水
対
策
に
、
苦
慮
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

１
号
機
建
屋
〜
４
号
機
建
屋
ま
で
の
、
燃
料
を
取
り
出
す
前
段
階
の
巨

大
な
各
種
装
置
が
組
み
立
て
中
で
あ
る
こ
と
や
水
素
爆
発
の
瓦
礫
処
理

等
、
廃
炉
工
事
の
道
の
り
の
長
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

双
葉
町
側
の
山
林
は
殆
ど
伐
採
さ
れ
、
減
容
処
理
設
備
、
固
体
廃
棄
物

建
屋
増
築
、
瓦
礫
処
理
設
備
、
置
き
場
等
々
の
た
め
に
広
大
な
面
積
が
造

成
中
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
構
内
整
備
は
さ
ら
に
進
み
雨
水
対
策
で
全
面

舗
装
さ
れ
た
の
で
、
昨
年
よ
り
さ
ら
に
整
然
と
し
た
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。

　

大
型
休
憩
所
で
昼
食
後
、
放
流
水
の
放
射
能
測
定
値
及
び
測
定
頻
度
、

廃
炉
作
業
の
見
通
し
、
地
下
水
位
の
管
理
設
定
の
誤
り
に
関
し
て
、
ま
た
、

今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
、
こ
の
先
、
工
事
の
安
全
管

理
へ
の
取
り
組
み
、
迅
速
な
公
表
等
が
さ
ら
に
望
ま
れ
た
視
察
で
し
た
。

　

構
内
に
約
千
本
あ
っ
た
桜
の
木
の
う
ち
、
３
０
０
本
が
伐
採
さ
れ
ず
に

残
っ
た
こ
と
は
、
無
機
質
な
構
内
で
も
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
一
原
発
視
察
後
、
双
葉
町
内
に
入
り
中
間
処
理
施
設
の
巨
大
な
分
別

処
理
施
設
建
屋
等
を
眺
め
、
震
災
の
爪
痕
が
痛
々
し
く
残
る
新
山
、
長
塚

商
店
街
を
通
過
、
常
磐
道
浪
江
Ｉ
Ｃ
よ
り
、
い
わ
き
市
に
戻
り
ま
し
た
。

行
政
区
長
会

「
東
電
福
島
第
一
原
発
の
現
況
視
察
」

双葉中学校（昭和４７年度卒）同級会

　

８
月
19
日
、
20
日
、
い
わ
き
市
湯
本
温

泉 

野
口
雨
情
ゆ
か
り
の
雨
情
の
宿 

「
新

つ
た
」
に
お
い
て
、
双
葉
中
学
校
（
昭
和

47
年
度
卒
）
の
同
級
生
に
よ
る
還
暦
を
祝

う
会
が
開
催
さ
れ
恩
師
３
人
、
同
級
生
65

人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
全
町
避
難
が

続
く
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
幹

事
長
が
中
心
と
な
り
幹
事
の
皆
さ
ん
の
献

身
的
な
準
備
の
お
か
げ
で
成
功
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
こ
と
も
あ
り
互

い
に
話
す
ま
で
は
名
前
も
思
い
出
せ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
話
せ
ば
ど

こ
の
地
区
の
誰
だ
か
、
部
活
は
何
を
し
て

い
た
か
な
ど
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
す
ぐ

に
分
か
り
合
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
次
会
３
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、 
二
次
会
、
三
次
会
と
日
付
が
変
わ
っ

て
も
話
は
尽
き
ず
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と
双
葉
町
の
将
来

像
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
方
も
い
て
、

話
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
「
次
の
同
級
会

は
双
葉
町
で
ぜ
ひ
開
催
し
ま
し
ょ
う
。
み

な
さ
ん
そ
れ
ま
で
は
元
気
で
」
と
誓
い
な

が
ら
次
期
開
催
を
楽
し
み
に
旅
館
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

同
級
会
開
催
の
お
知
ら
せ
を
聞
い
た
際

に
は
、
同
級
生
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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第６９回全国植樹祭福島県実行委員会事務局（福島県農林水産部全国植樹祭推進室内）
☎ ０２４－５２１－８６５５ ＦＡＸ ０２４－５２１－８６５８
syokujusai@pref.fukushima.lg.jp

【問い合わせ先】

　全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する国民的理解を深めるために、天皇皇后両陛下の

ご臨席のもと行う、国土緑化推進運動の中心的行事です。福島県内での開催は、昭和４５年、猪苗代町天鏡

台で開催して以来、４８年ぶり２回目となります。

　本大会は、「育てよう　希望の森を　いのちの森を」をテーマに、東日本大震災の被災地で初めて開催す

るもので、緑豊かなふるさとの再生や復興に向けて力強く歩み続ける福島の姿を広く国内外に発信します。

第６９回全国植樹祭　一般参加者（県内公募）募集について

浜
野
行
政
区

総
会
・
交
流
会

　９月１７日、いわき市湯本温泉、吹の湯において、浜野
行政区の交流会（総会）が開催され、県内外の避難先から
２３人の方々が参加し、久々の再会を喜び合いました。交
流会に先立ち福島県相双建設事務所森林事業部より５人が
大字の共有地、墓地移転に関しての説明、質疑応答が行わ
れました。その後、総会に移り荒木副区長より会計報告後、
３０年度の役員改選が行われ、新区長に髙倉伊助、副区長
に菅本武恒、委員に吉田正志、髙玉正祐、中井正三、𠮷田

浩、各氏が選任されました。
　その後６年半ぶりに新家俊美保存会長より、八幡神社の
お神楽がご披露され、参加された皆さまより大きな拍手が
送られました。また、交流会では懐かしい故郷の思い出を
笑いあり、涙あり、語り合い、楽しいひとときを過ごし夜
遅くまで懇親を深め、次回の再会を誓いました。また、１
８日には町の敬老会があり、初めて参加された方もおりま
した。大変ご苦労様でした。

平成３０年６月１０日（日）
開催日

（１）個人での応募
（２）グループ・家族（２名以上２０名以下）
　　　での応募

募集区分

南相馬市原町区雫地内の海岸防災林整備地
場　所

１,５００人（応募者多数の場合は抽選を行います）
募集人数

平成２９年１０月２日（月）
～平成２９年１１月３０日（木）

申込受付期間
（１）インターネットでの申し込み（推奨）
（２）専用の応募用紙を郵送又は持参

応募方法

福島県全国植樹祭 で検索

※ 応募資格基準がありますので、下記問い合わせ
先にご連絡いただくか、ホームページをご覧く
ださい。
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　消防職員の「想い」「情熱」を伝えたい。双葉郡を守るため、消防防災をテーマにした
新しい発想を、若き隊員たちが提案します。

双葉地方広域市町村圏組合消防本部

福島県消防協会双葉支部

入場無料

平成２９年１１月２８日（火）
１３：３０～１５：００
（開場：１３：００）

◆ 日　時：

浪江町地域スポーツセンター
サブアリーナ
（浪江町権現堂下馬洗田５－２）

◆ 場　所：

◇ 主　催：
◇ 協　賛：
◇ その他：

消防職員５名◆ 発表者：

【問い合わせ先】
双葉地方広域市町村圏組合消防本部

総務課 ☎　０２４０ー２５ー ８５２３

第１６回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します第１６回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します

　

秋
、
爽
や
か
な
青
空
の
中
、
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉

会
婦
人
部
「
双
葉
町
視
察
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

指
定
乗
車
場
所
よ
り
出
発
。
懐
か
し
い
顔
に
再
会

し
、
車
内
で
は
楽
し
い
お
喋
り
が
盛
り
上
が
り
大
変
な

賑
や
か
さ
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
朝
は
肌
寒
く
ど
ん
よ
り
雲
で
今
に
も
雨
が
降
っ

て
き
そ
う
な
気
配
で
し
た
が
、
双
葉
町
内
に
入
る
頃
に

は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
牛
踏
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
て
役
場
庁

舎
前
に
停
車
。
平
岩
邦
弘
復
興
推
進
課
長
か
ら
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
つ
い
て
、
車
内
に

て
大
型
パ
ネ
ル
で
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明

を
受
け
て
い
る
最
中
、
一
頭
の
イ
ノ
シ
シ
が
ひ
ょ
っ
こ

り
と
現
れ
、
車
窓
内
を
ジ
ー
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

　

車
内
で
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
陳
場
沢
へ
向
か
っ
て

走
行
、
浜
街
道
か
ら
中
野
地
区
産
業
復
興
拠
点
に
到
着

し
ま
し
た
。
６
年
前
の
懐
か
し
い
風
景
を
想
い
、
周
囲

を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
。
車
窓
か
ら
眺
め
た
家
並
み
は
淋

し
そ
う
に
佇
ん
で
い
ま
し
た
。
駅
前
に
て
下
車
し
双
葉

駅
内
を
視
察
。
待
合
室
は
何
も
変
わ
ら
ず
６
年
前
の
ま

ま
と
な
っ
て
お
り
、
か
ら
く
り
時
計
の
針
は
14
時
46
分

を
指
し
た
ま
ま
で
し
た
。

　

駅
西
側
の
除
染
は
済
ん
で
い
る
こ
と
や
産
業
復
興
拠

点
「
産
業
雇
用
の
場
の
整
備
」
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く

の
説
明
を
受
け
、
説
明
い
た
だ
い
た
平
岩
課
長
と
別

れ
、
一
路
鹿
島
海
岸
「
奇
跡
の
松
・
一
本
松
」
の
場
所

へ
。
車
窓
よ
り
遠
目
で
眺
望
、
気
力
で
頑
張
っ
て
い
る

よ
う
な
淋
し
そ
う
な
一
本
松
に
見
え
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
時
間
通
り
松
川
浦
の
た
こ
八
さ
ん
に
到
着
。

昼
食
を
満
喫
し
た
後
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
大
津
波

の
中
、
決
壊
も
せ
ず
に
済
ん
だ
松
川
浦
大
橋
を
走
行
。

周
辺
は
痕
跡
も
見
ら
れ
ず
平
穏
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
を
終
え
、
一
路
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
双
葉

町
を
背
に
し
て
い
わ
き
市
へ
と
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

広
野
イ
ン
タ
ー
で
高
速
道
路
を
降
り
、
今
年
２
月
26
日

に
開
通
し
た
久
之
浜
バ
イ
パ
ス
を
通
っ
て
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
有
意
義
な
視
察
研
修
会
を
開
催
で

き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

視
察
研
修
旅
行

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会　

婦
人
部

第１６回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します第１６回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します第１６回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します
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渋
川
行
政
区

総
会
・
交
流
会

　

10
月
７
日
・
８
日
、
福
島
市
の
土
湯
温
泉
山
水
荘
に
お

い
て
、
渋
川
行
政
区
総
会
・
交
流
会
を
開
催
し
、
25
人
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
初
め
に
、朝
川
洋
一
区
長
の
挨
拶
が
あ
り「
皆

さ
ん
に
笑
顔
で
会
え
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
し
か
し
、

何
で
今
ま
で
住
ん
で
い
た
所
に
住
め
な
い
の
か
。
あ
の
緑

あ
り
、
小
川
あ
り
の
思
い
出
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
所
な
の
に

住
め
ま
せ
ん
。
今
は
何
十
キ
ロ
、
何
百
キ
ロ
と
離
れ
て
い

て
話
も
で
き
ず
、
顔
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
す
ご
く
残
念

で
す
。
で
も
、今
日
は
こ
う
や
っ
て
会
え
た
の
で
、思
い
っ

き
り
話
を
し
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
田
光
昭
さ
ん
夫
婦
が
避
難
先
で
作
っ
た
新
米

を
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
精
魂
込

め
て
つ
く
っ
た
米
を
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
て
皆
さ
ん
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
担
当
か

ら
住
宅
進
入
路
・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
除
草
、
自
宅
の
廃
油
・

灯
油
の
回
収
、
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
の
運
搬
の
手
伝
い
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
渋
川
公
民
館
の
片
付

け
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
及
び
会
計
報

告
を
審
議
し
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
区
長
、
副
区
長
、
常
設
委
員
の
選
出
で
は
、

区
長
に
西
尾
富
雄
さ
ん
、
副
区
長
に
川
井
正
記
さ
ん
、
そ

の
他
に
常
設
委
員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
交
流
会
に
入
り
ま
し
た
。
上
田
善
重
郎
さ

ん
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
酒
も
入
っ
て
ほ
ど
よ
く
酔

い
が
回
る
と
、
カ
ラ
オ
ケ
が
出
て
そ
の
美
声
で
ま
た
酔
っ

て
し
ま
い
、
笑
い
声
も
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

翌
朝
、
フ
ロ
ン
ト
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
話
が
尽
き
る

こ
と
は
な
く
、
最
後
ま
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
が

「
ま
た
元
気
で
会
お
う
」
と
約
束
を
し
て
各
自
県
内
外
の

避
難
先
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

～
笑
顔
は　

人
間
の　

最
も
美
し
い
花

明
る
く
に
こ
や
か
に
咲
か
せ
よ
う
～

・ 最低賃金は、パートやアルバイト等を含め、すべての労働者に適用されます。
・ 使用者（事業者）は、最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。
・ 最低賃金より低い賃金で契約しても、それは法律によって無効とされ、最低賃金額と同額
の定めをしたものとみなされます。

福島県最低賃金　７４８円（時間額）（効力発生日　平成２９年１０月１日）
◎今回の改正により前年比２２円の引き上げとなりました。

福島県最低賃金が改定されました

最低賃金のポイント

【最低賃金に関するお問い合わせ・ご相談】
☎  ０２４－５３６－４６０４　厚生労働省　福島労働局賃金室 またはお近くの労働基準監督署へ
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　特に気を付けたいのがインフルエンザと感染性胃腸炎です。

　（インフルエンザについてはコラム欄も参考にしてください。）

　感染性の病気を防ぐには、かかりにくい環境を整えることと感染を広げないことが必要となり

ます。

　インフルエンザウイルスは低温・乾燥を好みます。室内温度は１９℃以上、湿度は５０～６０％

になるようにします。湿度調整には濡れタオル等を吊るすのが有効です。

　感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）は下痢・おう吐・発熱などを起こす病気です。通常は１～

２日程度で治りますが、抵抗力の弱い幼い子供やお年寄りは重度の脱水症になったり、吐物によ

る窒息になったり等、思いがけず命に関わる状況になることがあります。

　この時期、見逃しやすいのが水分補給です。

　夏が過ぎ涼しくなると、水分補給をしなくなります。暖房器具の使用などで案外

体内の水分は失われています。水分を意識的に摂るようにしましょう。感染症予防

にも有効といわれています。

１.

３.

感染症予防

水分補給

冬の健康管理法
感染症を予防し、体力をつけて上手に乗り切りましょう

感染症予防の基本感染症予防の基本
①石けんで手をよく洗いましょう。

② 感染した人の便や吐物には触れないようにしましょう。

　 ウイルスはごくわずかな量でも感染力が高いものです。使い捨て手袋や

ティッシュペーパーなどを上手に使って処分しましょう。

　 特にノロウイルスの場合はカキなどの二枚貝が感染源となることがある

ので、十分に加熱すること、調理器具の清潔に気を付けることも大切です。

③バランスのとれた食事で抵抗力・免疫力を上げましょう。

感染症予防の基本

　寒くなると活動が少なくなり、どうしても運動不足になりがちです。足腰が弱り転倒につなが

ります。また、体力が落ち、抵抗力も弱くなります。

　そこで、一日１～２回体操の時間を取ることをお勧めします。

２. 運動不足の解消

①座ったままゆっくりと膝伸ばし

　太ももの筋力アップ、膝痛緩和に有効

②座ったままで股開き
　（回数は自分の体と相談しながら）

足広げ膝伸ばし
片足ずつ、つま先を
なるべく外側に開き
ます

座った状態で膝
を真正面に伸ば
します

テレビを見ながらできる運動をしてみましょうテレビを見ながらできる運動をしてみましょうテレビを見ながらできる運動をしてみましょう

股関節を柔らかく、転倒予防

股間節を
柔らかく

ふとももの
筋力アップ
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健
康
コ
ラ
ム

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

消防署からのお知らせ
　これからの季節は空気が乾燥し、火災発生が多くなります。ひとり一人が、火災予防に対する

意識を持つことで、火災の少ない街づくりに繋がります。大切な身体、生命、財産を守るために

大切なポイントを紹介します。

◇富岡消防署　☎ 0240－25－2119◇浪江消防署　☎ 0240－34－7360【消防署連絡先】

１１月９日から１１月１５日は秋の全国火災予防運動週間です！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
と
は
区
別

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
の
み
引
き
起
こ

さ
れ
る
感
染
症
で
、
風
邪
よ
り
も
か
か
っ

た
時
に
は
症
状
が
重
く
、
発
熱
（
38
度
以

上
）
や
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
倦
怠
感
な
ど

の
症
状
が
急
激
に
進
行
す
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
た
め
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
強
い
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
一
人
い
る
と
、

瞬
く
間
に
周
り
に
感
染
し
ま
す
。
抵
抗
力

の
弱
い
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
呼
吸
器
な
ど

に
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
で
は
、
感
染
と
重

症
化
に
特
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
の
場
合
は
、
症
状
が
出
に
く

く
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
肺
炎
を
併
発

し
死
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鼻
や
口
で
吸
い

込
ん
だ
ウ
イ
ル
ス
が
の
ど
に
付
着
す
る
の

で
、
の
ど
を
潤
し
保
護
す
る
マ
ス
ク
の
着

用
や
う
が
い
、
手
洗
い
な
ど
が
有
効
で

す
。
流
行
が
始
ま
っ
た
ら
繁
華
街
や
人
が

集
ま
る
と
こ
ろ
を
避
け
る
こ
と
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
接
種

も
有
効
で
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る

と
、
感
染
し
て
も
重
症
に
な
る
の
を
防
ぐ

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

双
葉
町
で
は
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
定
期
接

種
と
し
て
、
自
己
負
担
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
。（
避
難
先
が
県
内
・
県
外
で
接

種
方
法
が
異
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、小
児（
15
歳
以
下
）に
対
し
て
は
、

１
回
２
０
０
０
円
の
費
用
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

広
報
ふ
た
ば
10
月
号
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＜

問
い
合
わ
せ
先＞

　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

　

☎
０
２
４
６

－

８
４

－

５
２
０
５

１.

２.

３.
４.

５.

１.

２.

３.

４.

５.

寝たばこは絶対にしない。しっ
かり火を消す。
ストーブの周りにはものは置か
ない。
風が強いときはたき火をしない。
電気器具は正しく使い、たこ足
配線をしない。
近所同士で助け合う関係を築く。

少しでも危ないと思ったら避難
する。
持ち物にこだわらずに避難し、
戻らない。
煙が立ち込めてきたら姿勢を低
くする。
ハンカチなどで口と鼻を押さえ
て煙を吸わない。　
ホテルやデパート、飲食店など
では、必ず避難口・避難路を確
認する。

建物火災の多くが
住宅火災です

放火をさせない
ために避難の方法

１.

２.

３.

４.
５.

夜間は洗濯物を屋外に出してお
かない。 
家の周囲にダンボールや雑誌束
など燃えやすいものをおかない。 
新聞紙や郵便物を玄関ポストな
どにためておかない。　
物置や車庫の施錠をする。
ゴミは収集日前に出さない。
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双葉町社会福祉協議会
～ １１月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野内小原田 8－1）

☎ 080 －6033 －1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

郭内第一応急仮設住宅 A4－2
（白河市郭内 151－41）

☎ 080 －6290 －5930（小泉） 毎週　火曜日 10:00 ～ 11:30

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。

サンライフ福島
（福島市北矢野目字檀ノ腰 6－16）

☎ 080 －6033 －1196（小林）  11 月 24 日（金） 10:00 ～ 13:30

かしま交流センター 2階大ホール
（南相馬市鹿島区横手字川原 186－1）

☎ 0246 －38 －7105（渡辺）  11 月 28 日（火） 10:30 ～ 14:30

富岡町役場いわき支所多目的集合施設
（いわき市平北白土字宮前 8）

☎ 0246 －38 －7105（渡辺）  11 月 30 日（木） 10:30 ～ 14:30

大橋　庸一（細谷）

今年も　
咲きました！

～ 細谷路の
　 　　彼岸花 ～

　秋の柔らかい日差しを浴び、

さわやかな風に揺れ、今年も朱

色の鮮やかな彼岸花が細谷路に

咲き誇っておりました。

　住民不在の故郷ですが、巡る

季節の中、今年も一時帰宅の

人々を優しく迎えているようで

した。

　荒れ果てた故郷を後にすると

き、一片のさわやかな気持ちで、

帰路につくことができました。
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全国に避難されている皆さんから

寄せられたお便りの一部をご紹介

いたします



最
新
型
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）へ
の
期
待

【
随
想
】 

古
室　

仁
（
浜
野
）

　

Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
）
を
は
じ
め
今
後
世
界
一
の
自
動
車

の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
中
国
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
な
ど
の
製
造
販

売
は
も
と
よ
り
、
利
用
禁
止
措
置
が
間
も
な
く
取
ら
れ
る
の
で
は

と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
上
海
や
北
京
の
空
を
見
れ
ば
納
得

出
来
ま
す
が
、
今
後
は
パ
リ
協
定
締
結
な
ど
世
界
的
な
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
削
減
が
求
め
ら
れ
、
Ｅ
Ｖ
へ
の
期
待
は
一
段
と
高
ま
り
普
及

が
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

我
が
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
か
ら
Ｅ
Ｖ

導
入
へ
と
転
換
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
情
勢
で
あ
り
ま
す

が
、「
次
世
代
Ｅ
Ｖ
開
発
」
に
つ
い
て
は
最
先
端
の
技
術
開
発
を

目
指
し
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
ホ
イ
ー
ル
イ
ン
モ
ー
タ
ー
の
採
用
や
燃
料
電
池
技
術
、
完

全
自
動
運
転
技
術
な
ど
最
新
技
術
を
導
入
し
、
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
た
技
術
開
発
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
問
題
解

決
に
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
の
高
さ
を
世
界

に
示
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
経
営
者
を
始
め
開
発
担
当
者
の
奮

起
を
強
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
先
端
の
Ｅ
Ｖ
開
発
が
早
急
に
実
現
す
る
事
を
強
く
念
願
し
お

願
い
致
し
ま
す
。

　１０月１日（日）に「勿来ひと・まち未来会議」主催の「くぼ
たんけん」に初めて参加しました。
　当日は天高く絶好の秋日和、集合場所の勿来公民館の前に
広がる田圃は黄金色に輝く稲穂が風に揺れ、指呼の間に臨む
里山は在りし日の双葉町を思い浮かべる光景でした。
　勿来酒井公営住宅に来春入居される双葉町の方々も故郷双
葉と似たような田園風景を眺めての生活に、心休まる穏やか
な日々を過ごされる地域と感じました。
　くぼたんけん町歩きは、芝浦工業大学の学生さんが事前に
調査し設定した旧窪田村の中心商店街を巡りました。
　最初に訪れた建設中の公営住宅団地は、広い敷地で本体工事
が急ピッチで進められている状況をよく知ることができました。
　商店街は昭和の良き時代の名残りが濃い古い町並みで、呉
服屋の店主や鎮守「國魂神社」の宮司さんから窪田の歴史に
ついて多くを聞き、いにしえの様子と現在を併せ知ることが
できました。また、酒屋さんでは店主が店に陳列した日本酒
の品質維持に独自の手法で管理していることに並々ならぬ思
い入れがあることが印象的でした。

　地区に隣接して広大な製紙工場があり、さらに大規模量
販店等も町にあり、昔からの商店が閉店し少なくなってい
ることにある店主が街灯の維持管理等の先行きを大変心配
していました。そんな中で酒井地区に双葉町民が大勢居住
することに、歓迎する会話が弾みました。
　今回「くぼたんけん」に参加して、広域都市であるいわ
き市窪田地区の知らなかった新たな面と随所にある魅力を
知ることができ、大変為になり、さらにこのような素晴ら
しい企画の発想と実行に腐心された方々とそれを理解され
ている窪田町商店主等、関係者に一町民として敬意を表す
ものであります。

◯ 
鬼
や
ら
い　

声
聞
こ
え
ざ
る　

里
の
家

◯ 

故
郷
語
る　

新
茶
啜
り
て　

良
夜
か
な

◯ 

万
緑
の　

十
万
山
に　

煙
立
つ

◯ 

原
発
の　

廃
炉
覆
ひ
し　

冬
銀
河

◯ 

春
う
ら
ら　

帰
還
の
話
し　

盡
き
ざ
り
し

◯ 

病
棟
で　

春
に
う
か
れ
て　

見
向
ぼ
こ

◯ 

遠
ざ
か
る　

故
郷
の
家
に
も　

軒
燕

◯ 

冬
銀
河　

地
球
ほ
ど
よ
き　

太
陽
系

◯ 

わ
が
影
の　

消
え
て
生
れ
て　

夏
の
雲

◯ 

遠
足
の　

列
伸
び
縮
む　

教
師
の
手

◯ 

雨
蛙　

原
発
い
ら
ぬ　

鳴
き
に
け
り

◯ 

女
だ
け　

宝
財
踊
り　

田
植
歌

◯ 

千
年
の　

樹
齢
と
聞
け
り　

な
ほ
新
樹

◯ 

故
郷
は　

異
郷
と
な
り
し　

星
遠
し

◯ 

歯
科
内
科　

眼
科
く
る
く
る　

秋
の
空

◯ 

桃
む
く
や　

甘
い
味
ね
と　

夜
の
二
人

◯ 

壊
れ
る
家　

壊
さ
れ
る
家　

垣
根
草

◯ 

ふ
る
さ
と
は　

長
き
不
在
の　

枯
れ
ス
ス
キ

◯ 

特
攻
の　

出
で
し
基
地
と
や　

ふ
く
し
ま
忌

◯ 

人
は
去
り　

休
校
の
空　

鷹
が
飛
ぶ

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

【
稔
り
の
秋
…
さ
れ
ど
】

◯ 

瀬
戸
山
の　

茸
小
路
は　

け
も
の
道

◯ 

深
緑
山　

鳩
の
声　

い
と
淋
し

◯ 

山
な
が
め　

茸
談
義
に　

花
咲
か
す

◯ 

あ
れ
も
良
し　

此
れ
も
美
味
だ
と　

初あ

き秋
野
菜

◯ 

子
は
宝　

敬
老
祝
に　

愛
の
杖

鎌
田　

益
實
（
三
字
）

【
双
葉
を
は
な
れ
て
】
～ 

前
号
か
ら
の
続
き 

～

「くぼたんけん」に参加して 大橋　庸一（細谷）
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双葉町を忘れない
　平成 23 年３月11日に発生した東日本大震
災、そして福島第一原子力発電所の事故により、
私たち双葉町民はふるさと双葉町を離れ、今も
なお全国に分かれて避難生活を送っています。
　先の見えない不安な生活の中で、町民の皆さ
んが毎日をどのような思いで過ごし、ふるさと

双葉町への思いを抱き続けているのかを、皆さ
んの声をお聴きしながら「ふるさと絆通信」と
して連載していきます。
　そして「ふるさと絆通信」を通して、皆さん
の双葉町への思いと心の絆がより一層深まるこ
とを期待いたします。

人のうごき９月分 敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

岡
お か だ

田　悠
ゆ う と

杜 9 月   3 日 浩行・可奈 浜　野

深
ふ か い

井　稀
き づ き

月 9 月   7 日 雄一・美紀子 下　条

藤
ふ じ た

田　莉
り お

央 9 月 20 日 修平・奈々 長塚二

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

佐藤　一晴 ６１ 8 月 27 日 三　字

石田　政宏 ８０ 8 月 28 日 郡　山

島田　澄子 ８９ 9 月   8 日 新　山

山下　忠宏 ８８ 9 月   8 日 山　田

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

渡部　　隆 ６２ 9 月 12 日 長塚一

松木　清秀 ９６ 9 月 14 日 羽　鳥

佐渡美紀子 ６４ 9 月 20 日 郡　山

（平成29年９月30日現在）

・福島県内に避難されている方 4,075人
2,858人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を
引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前

を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

第54号第54号記録として次の世代へ
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前
職
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験

　

大
学
卒
業
後
、
倉
庫
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。「
倉
庫
」
と
い
っ
て
も
、
食
糧
や
建
設
資
材
な

ど
一
般
的
な
物
資
を
置
く
も
の
と
は
違
い
、
デ
ー

タ
記
録
媒
体
や
会
計
・
経
営
書
類
と
い
っ
た
情
報

を
格
納
す
る
特
殊
な
保
管
業
務
が
中
心
で
し
た
。

21
年
間
勤
務
す
る
中
、
様
々
な
経
験
を
し
ま
し

た
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
は
関
西
地
方
の

お
客
様
か
ら
預
か
っ
て
い
た
デ
ー
タ
等
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
し
て
出
庫
し
、
速
や
か
な
業
務
再
開
に

向
け
た
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
り
福
祉
の
世
界
へ

　

年
齢
が
40
歳
を
過
ぎ
、
高
齢
と
な
っ
た
両
親
の

健
康
面
な
ど
を
考
え
、
で
き
れ
ば
傍
に
い
て
あ
げ

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
丁
度
そ
ん
な

と
き
、双
葉
町
内
に
本
格
的
な
老
人
介
護
施
設（
避

難
前
の
「
せ
ん
だ
ん
」）
が
建
設
さ
れ
職
員
の
募

集
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

め
っ
た
に
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
感
じ
思
い
切
っ
て

勤
務
先
を
退
職
し
て
、
ふ
た
ば
福
祉
会
（
施
設
運

営
法
人
）
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用
と
な
っ
た
た

め
、
実
家
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

入
職
当
時
は
43
歳
、
介
護
や
福
祉
に
つ
い
て
の

経
験
や
知
識
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
各
種
資
格

試
験
や
技
能
習
得
な
ど
「
四
十
過
ぎ
の
手
習
い
」

に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
な
り
に
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
、
現
在
、
関
連
資
格
等
を
10
種
類
程
度

保
有
し
て
い
ま
す
。

避
難
先
の
九
州
に
長
く
居
た
理
由

　

勤
務
中
に
大
地
震
に
襲
わ
れ
、
帰
宅
す
る
こ
と
無

く
そ
の
後
の
対
応
に
あ
た
り
、
利
用
者
避
難
へ
の
同

行
や
、
避
難
先
で
の
介
護
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
両
親
ら

と
合
流
し
、
弟
が
住
む
福
岡
県
古
賀
市
に
向
か
い
ま

し
た
。
同
市
で
は
県
営
住
宅
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
市

を
挙
げ
て
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
約
４
カ
月
後
、両
親
は
郡
山
市
に
移
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
取
得
に
挑

戦
し
て
お
り
、
同
資
格
は
各
都
道
府
県
単
位
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
た
め
、
年
度
途
中
で
の
移
動
が
で

き
ず
、
平
成
24
年
春
ま
で
福
岡
で
過
ご
し
ま
し
た
。

県
内
帰
還
と
施
設
建
設
そ
し
て
開
所

　

福
島
県
内
に
帰
還
後
、
郡
山
市
で
約
４
年
間
の

老
人
介
護
施
設
勤
務
を
経
て
ふ
た
ば
福
祉
会
に
復

職
し
、
い
わ
き
市
内
に
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
た
施

設
の
建
設
や
開
所
準
備
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

建
設
着
工
か
ら
人
材
確
保
に
至
る
ま
で
、
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
が
、
理
事
長
は
じ
め
前
施
設
長
や
多

く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
、
今
年
７
月
、
開
所

を
迎
え
、
前
任
者
よ
り
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
、

施
設
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
土
地
で
の
ス
タ
ー
ト
で
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
解
決
し
、

一
人
で
も
多
く
の
利
用
者
に
と
っ
て
、
よ
り
快
適
な
生

活
空
間
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

の
助
け
を
借
り
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（長塚一）

西内 芳隆さん

にしうち     よしたか
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故
郷
を
離
れ
迎
え
た
金
婚

　

今
年
、結
婚
か
ら
50
年
の
金
婚
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
故
郷
で
迎
え
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で

す
が
、
震
災
以
降
、
故
郷
で
の
平
和
な
日
常
を
含

め
、
そ
れ
ま
で
「
当
た
り
前
」
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
常
識
が
覆
さ
れ

た
中
、
半
世
紀
に
わ
た
り
夫
婦
で
連
れ
添
え
る
こ

と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

お
互
い
、年
齢
相
応
の
体
調
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
居
す
る
長
男
夫
婦
や
孫
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
健
康
な
日
々
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
発
構
内
で
遭
遇
し
た
震
災

　

震
災
当
時
、
既
に
夫
婦
と
も
60
歳
代
半
ば
を
過

ぎ
、
一
般
的
に
は
仕
事
を
離
れ
た
老
後
の
日
々
な

の
で
し
ょ
う
が
、
私
は
防
火
管
理
の
資
格
を
持
っ

て
い
た
た
め
建
設
会
社
に
雇
わ
れ
、
震
災
発
生
当

日
も
福
島
第
二
原
発
構
内
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

免
震
棟
で
は
な
く
関
連
企
業
の
事
務
所
が
入
居
す

る
建
物
の
２
階
に
い
た
た
め
、
腰
を
抜
か
し
て
し

ま
う
ほ
ど
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
、

安
全
な
場
所
に
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
解
散
と
な
り
双
葉
町
を
目
指
し
ま
し

た
が
、
道
路
は
渋
滞
し
至
る
と
こ
ろ
に
段
差
が
あ

る
な
ど
、
平
時
、
混
ん
で
い
る
と
き
で
も
30
〜
40

分
程
度
の
道
の
り
で
し
た
が
、
帰
宅
で
き
た
の
は

午
後
10
時
過
ぎ
で
し
た
。

耐
え
難
か
っ
た
避
難
所
生
活

　

震
災
翌
日
、
私
た
ち
一
家
は
車
２
台
に
分
乗
し
て

川
俣
町
の
避
難
所
に
向
か
い
、
そ
こ
で
、
長
男
一
家
と

分
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
た
ち
夫
婦
は
町
の
集

団
避
難
で
埼
玉
県
に
向
か
い
、
５
月
上
旬
ま
で
旧
騎

西
高
校
で
生
活
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
妻
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
避
難
所
を

離
れ
、
一
時
、
鴻
巣
市
内
に
住
む
姉
一
家
の
世
話
に

な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
良
好
な
環

境
を
求
め
福
島
県
内
の
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
ホ

テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
に
移
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
23
年
９
月
中
旬
か
ら
福
島
市
内
の
借
り
上
げ

住
宅
で
生
活
し
な
が
ら
、
生
活
再
建
に
向
け
て
自

宅
を
建
て
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
探
し
ま
し
た
。

家
族
再
結
集
を
前
提
に

　

避
難
後
、
同
居
し
て
い
た
家
族
が
世
帯
分
離
す

る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
一
時
、
私
た
ち
一

家
も
福
島
県
と
静
岡
県
に
分
か
れ
ま
し
た
。
授
業

参
観
や
運
動
会
な
ど
、
孫
の
顔
見
た
さ
に
片
道
約

600
キ
ロ
を
往
復
す
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
長
男
夫
婦
は
福
島
県
内
に
帰
還
し
て
再

び
家
族
が
一
緒
に
生
活
し
た
い
と
話
し
て
い
た
た

め
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
物
件
探
し
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
土
地
の
縁
に
恵
ま
れ
、
平
成
26
年
に
家

を
建
て
、
現
在
は
、
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
す

る
な
ど
故
郷
と
の
結
び
つ
き
を
持
ち
な
が
ら
、
長

男
一
家
と
同
居
し
「
孫
守
り
」
を
楽
し
む
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（三字）

佐藤 八州夫 さん
さとう            やすお

昌子 さん
まさこ
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家
業
は
「
春
の
風
物
詩
」

　

正
月
が
終
わ
り
年
度
末
が
近
づ
く
と
、
卒
業
式
の

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。震
災
ま
で
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

の
栽
培
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
長
年
、
２
月
か
ら
入
社

や
入
学
の
時
期
が
終
わ
る
４
月
ま
で
、
花
束
用
切
花

需
要
へ
の
対
応
で
忙
し
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
毎
年
２
月
中
旬
、
切
花
出
荷
の
最
盛

期
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
頃
に
な
る
と
、
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
を
受
け
、
そ
の
様
子
が
「
春
の
風
物
詩
」
と

し
て
新
聞
紙
面
上
飾
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
と
の
出
会
い

　

全
国
各
地
に
数
多
く
の
花
卉
産
地
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
故
郷
・
双
葉
町
を
は
じ
め
と
す
る
福
島

県
浜
通
り
地
方
は
産
地
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
た
環
境

で
し
た
。夏
は
海
風
で
ほ
ど
良
い
温
度
と
湿
度
が
あ
り
、

冬
は
日
照
が
多
く
比
較
的
温
暖
な
た
め
、
春
の
切
花

需
要
期
に
有
利
な
生
産
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
水
稲
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
や
ミ
ニ
ト
マ
ト

な
ど
合
計
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
で
耕
作
し
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
水
稲
中
心
の
経
営
で
し
た
が
、
町
の
交
流

事
業
で
宮
崎
県
綾
町
を
訪
問
し
た
際
、
同
町
で
行
わ

れ
て
い
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
づ
く
り
の
様
子
に
魅
力
を

感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

花
卉
は
野
菜
や
果
物
同
様
、
流
行
や
新
品
種
の
登

場
、
さ
ら
に
国
内
産
地
間
や
輸
入
品
と
の
競
争
が
あ

る
た
め
、
よ
り
収
益
性
を
確
保
で
き
る
品
種
に
乗
り
換

え
る
生
産
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
夫
婦
は
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
心
地
よ
い
香
り
や
可

憐
な
姿
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
人
生
の
節
目
を
飾
る
た
め
の
花
を

生
産
し
て
い
る
と
い
う
自
負
も
あ
っ
て
か
、
他
品
種
に

乗
り
換
え
る
こ
と
な
く
栽
培
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

何
も
か
も
置
い
て
き
た
避
難

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
は
、
長
年
手
を
か
け
て

き
た
田
畑
、
旬
を
迎
え
て
い
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
な
ど
何

も
か
も
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
大
熊
町
内
の
次
女
一
家

と
と
も
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
町
を
離
れ
、
東

京
都
八
王
子
市
に
住
む
長
女
一
家
の
も
と
に
身
を
寄
せ

ま
し
た
が
、
何
も
持
た
ず
の
逃
避
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
運
転
免
許
証
を
手
に
入
れ
る
こ
と
か

ら
始
め
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
が
、
行
く
先
々
で

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
生

活
の
自
立
に
向
け
て
歩
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
運
転
免
許
証
の
取
得
で
出
向
い
た
八

王
子
警
察
署
で
は
、
私
の
窮
地
に
署
長
を
は
じ
め

署
員
の
皆
さ
ん
が
各
種
手
続
き
の
照
会
な
ど
、
親

身
に
な
っ
て
手
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

故
郷
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
に
変
わ
り
な
い
が

　

東
京
都
内
を
経
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ

け
た
被
災
者
受
入
情
報
が
き
っ
か
け
で
、
千
葉
県

一
ノ
宮
町
で
約
６
年
間
生
活
し
、
今
年
７
月
、
同

町
か
ら
程
近
い
当
地
に
移
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
自
宅
周
辺
で
農
業
の
様
子
を
目

に
す
る
度
に
故
郷
で
の
日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。

●避難先●
　千葉県山武市

（三字）

岡田 秀美 さん
おかだ          ひでみ

文子 さん
ふみこ
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－ 

編
集
後
記 

－
敬老会に参加していた、勝山京子さん
（長塚二・左）と志賀峰子さん（長塚一・
右）の笑顔です。

敬老会に参加していた、石川榮次さん
（下長塚・左）と大橋庸一さん（細谷・右）
の笑顔です。

福島県軟式野球大会に出場した、左から、
山本正太さん（鴻草）、橋本斗輝也さん（下
条）、加藤裕樹さん（山田）の笑顔です。

　

日
に
日
に
寒
さ
が
身
に
し
み
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
冬

は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
ね
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
触
れ
合
っ
て
い
る
場
面
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
杉
本
美
香
さ

ん
か
ら
メ
ダ
ル
を
触
ら
せ
て
も
ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
笑

顔
に
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
久
々
の

再
会
に
喜
び
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
、
更
に
絆
が
深
ま
り
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

震
災
前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
あ
の
町
全
体
で
盛
り
上
が
っ
た
町
民

体
育
祭
が
い
つ
の
日
か
復
活
す
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま
し
た
。

　

も
う
し
ば
ら
く
す
る
と
本
格
的
な
寒
さ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理

に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
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